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ネイチャーポジティブ経済移行戦略(令和６年３月環境省、農林水産省、経済産業省、国土交通省)



TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）v1.0

⚫ 自然への危機的な状況と、企業や組織によるリスクの管理と開示を支援するフレームワークを開発するために、国際的なイニ
シアティブ、 ”TNFD” （Taskforce on Nature-related Financial Disclosures）が、2021年に発足された。

⚫ 2023年９月にTNFD最終提言v1.0が発行。 ビジネスによる自然関連課題（依存、インパクト、リスク、機会）
と、それに対する企業の対応についてTCFDと整合した4つの柱（ガバナンス、戦略、リスクとインパクトの管
理、測定指標とターゲット）の開示を推奨。

⚫ 2024/2025会計年度においてTNFD統合開示を公表予定として登録した企業（TNFD Adopter）は
世界で502社が表明している中、日本は140社と世界最多（※2025年1月27日現在）

⚫ 環境省は、TNFDに２年間で約50万ドル相当の拠出（直接・間接支援の合算）をすることを決定し、2024年10
月28日公表

資料：TNFD Websiteより環境省作成
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TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）における「水（資源）」の位置づけ

図表の引用元： 自然関連財務情報開示-タスクフォースの提言_2023.pdf

陸、海洋、淡水、大気の４
つの領域で、自然を想定す
るとともに、水は植物、動
物、空気、土壌等とともに、
自然資本に位置づけ

各領域について指標及び測定指標を提示しており、例えば廃水排出や、水
不足の地域からの取水量と消費量等に着眼する想定

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2024/02/%E8%87%AA%E7%84%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E8%B2%A1%E5%8B%99%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA-%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8F%90%E8%A8%80_2023.pdf?v=1707222327
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◼ TNFD開示提言等に沿った自然関連財務情報の開示に取り組む企業を支援

◼ 本モデル事業を通じて自然関連財務情報開示につき報告活用者にとってdecision-usefulな事例
を創出し、支援結果を広く発信することでTNFD開示等に取り組む日本企業の増加と開示内容の
質的向上を目的としている

◼ 各社の支援結果を踏まえ、「サステナビリティ（気候・自然関連）情報開示を活用した経営戦略立
案のススメ（2024年3月）」の改訂版ガイダンスにおいて本モデル事業の結果を掲載予定

本モデル事業の実施概要TNFD提言における開示事項と本モデル事業のスコープ

令和６年度 気候関連財務情報開示を活かした自然関連財務情報開示支援モデル事業
（通称：ネイチャー開示実践事業）

参加企業：株式会社竹中工務店
KDDI株式会社

参加企業：TOPPAN HD株式会社
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